
  令和８年６月定例会 13 番 川合利也議員 資料 

ばらの丘ニュータウン（大規模住宅団地） 共同合併浄化槽 の今後の取扱方針（案） 

１. 稼働 25 年経過の共同合併浄化槽は、耐用年数 40 年想定に対し相当年数は持続可能だとしても、島田市より、公共下水道への接続や小規模下水道

（コミプラ）として市に移管を打診するも了解が得られず、更に南海トラフ巨大地震被災も勘案すると、長期持続可能性に懸念の声が上ってます。 
  つきましては、下記４つの想定出口戦略のうち、どれが最も現実的か、浄化槽管理費（修繕積立含）も増額するか、決議時期等ご検討願います。 

２．想定される４つの出口戦略の内容・メリット・デメリット等 

 出口戦略（案） 想定 

時期 

客観状況 メリット デメリット 積立増額 

要否 

(1) 伊太第一・第二、月

坂団地同様、小規模

下水道とし、島田市

管理に移管（ｺﾐｭﾆﾃｨ

ﾌﾟﾗﾝﾄ化）する。 

５年 

内外 

・島田市に打診したが断られた。 

・数は少ないが、全国的には、公

共管理に移管した例はある。 

・伊太第一・第二、月坂団地は市管理

中。月坂団地は当初県管理。 

・小規模ながら、公共管理

となり、安心感が高い。 

・市では老朽化下水管の補

強工事を開始している。 

・団地の管理負担軽減。 

・島田市に打診したが断られた。 

・配管の構造面で公共管理に適して

いるか等のハードルがあり、移管ま

で長期を要する可能性あり。 

・市移管まで修繕積立金増額要検討。 

 

 

高～中 

(2) 公共下水道に接続

し、島田市管理に移

管する。 

15年 

以上先 

・公共下水道をばらの丘まで延

伸させる予定なしにつき事実

上困難。 

・通常の公共管理となり安

心感が高い。 

・団地の管理負担軽減。 

 

・公共下水道をばらの丘まで延伸さ

せる予定なしにつき、事実上困難。 

・万一、市への移管可能となった場合

でも、超長期を要する見込につき、

修繕積立金増額要検討。 

 

高 

(3) 全戸個別合併浄化

槽に切替 

５年 

内外 

・最近時、市内２団地（30～50

戸）で実施実績あり。 

・上記では、百万円内外（市補助

金15万円差引後）が各戸負担。 

・戸別管理に切替わり、大

規模災害時の浄化槽被

害は分散される。 

・切替時、修繕積立は終了。 

・全会一致の総会決議が必要。 

・各戸百万円内外の負担あり（左記）。 

・個別管理となるため業者と個別に

メンテナンス契約等締結必要。 

 

中～低 

 

 

(4) 現状の管理組合管

理を続ける 

 ―     ― ・大規模災害時を除き、現

行委託中の民間メンテ

ナンス企業等の方が、市

より修繕等スピード感

は期待できる。 

・管理業務（管理費引落・延滞管理、

戸数管理、財務管理等）負担継続。 

・修繕積立金増額要検討。 

・大規模災害時には、市管理としてい

た方が復旧が早い可能性はある。 

 

 高 

３．その他 

 ・現状、根拠のある被害想定額なし。概ね汚水処理施設＋2丁目汚水送水ポンプ関連破損で数千万円、大型配管破損で最悪数億円。一方で建築資材価格高騰中。 

現積立金１１２，８４８千円（2026年 3月末時点）。なお 2024年度積立 1.5百万円、25年度積立 1.5百万円）。積立＠500円増額の場合、年 2.35百万円積立増。 

 ・当面懸念される点：２丁目汚水送水ポンプ関連（停電でも送水ストップ）の故障が過去２回発生（直近１月 30日）するも、バックアップなし。 

                                                       文責：1丁目 川合利也 


